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武田朗子専任講師に聞くインタビュー

　オペレーションズ・リサーチ（ＯＲ）の最適化法という応用数学の分野で活躍する
武田朗子さん。意外にも、幼い頃は学校の成績が悪く、勉強が苦手だったという。そ
の劣等感をバネに、人より努力し、探究心を持ち続けることで、研究者への道を拓い
てきた。でも、武田さんのやわらかな笑顔に気負いはない。学問の世界に閉じこもる
ことなく、自らの研究の成果を世の中に役立てたいと、その目指すところは常に外に
開かれている。

――数学の研究者というと、とても優秀

な方しかなれないイメージがあります。

昔から数学の成績はよかったのですか ?

　実は私、小学校時代は落ちこぼれだっ

たんですよ。学校いち成績が悪くて、親

が学校に呼び出されたこともあるほどな

んです ( 笑 )。さらに、校内を走り回っ

たり、校庭の木によじ登ったり、野生児

のような子どもだったので、叱られてば

かりでした。だから、小学校時代の友人

に会って、私が研究者になったと言うと、

ものすごくびっくりされるんですよ。

　それでも、母が諦めずに、「この子は

人よりも進むのが遅いだけなんです」と

先生に言ってくれたおかげで、人より勉

強すればいいんだなと思うようになった

のです。

　負けず嫌いでもあったんでしょうね。

苦手なものを克服したいという気持ちが

強かったので、中学、高校では、暗記モ

ノもがんばって、どの科目もまんべんな

く勉強するようになりました。だから、

とくに数学が好きだったというわけでは

なくて、正直言うと、やめるにやめられ

なかったというのが本音です（笑）。

　どちらかといえば、選択肢を広くもっ

ておきたいという気持ちだったのかもし

れません。自分で言うのも何ですが、努

力家なんでしょうね。

――努力するうちに、成り行きで数学の

道に進まれたということですか ?　将来

の夢とか、何をやりたい、ということは

なかったのでしょうか ?

　あまり、貪欲に何かになりたいと考え

たことはなかったですね。

　高校を卒業して慶應義塾大学理工学部

に進み、2 年次で管理工学科を選択しま

した。管理工学科というのは、いうなれ

ば数学的な道具を使って社会の仕組みを

つくったり、それをマネジメントするた

めの方法を研究する学科で、研究対象は

とても広いんです。スーパーの店内での

お客の動線を計画したり、工場内の生産

ラインを考えたり、都市計画などもこの

学科で扱います。

　私の場合は、修士までは数理経済学を

専攻していたのですが、しだいに、数式

を解くこと自体に面白味を感じるように

なりました。応用分野を限らずに、問題

の解き方を考案したり、アルゴリズムを

考えて計算機に実装してどう解くかを考

えたりといった、数理的な研究をしたい

と思うようになっていったのです。そう

したことから、博士課程では慶應義塾大

学から、東京工業大学情報理工学研究科

に移り、オペレーションズ・リサーチ

（OR）の一分野である最適化法を専門に

学んで、理学博士号を取得しました。

　博士課程での 3 年間は、難問をいか

ＯＲを広く社会に役立てたい

に解くかということに終始していたので

すが、やがて、自分の研究が実社会にど

う生かせるのか、実際に確かめたくなっ

ていきました。いったんは社会を見てみ

たいという思いも強かったので、博士号

を取得して、大手電機メーカーに就職し

ました。そこで、研究所に勤務して、電

力会社の発電機の最適化などの仕事に携

わることになりました。

――2 年後に、再び大学の研究室に戻ら

れたのはどうしてですか ?

　メーカーでの仕事はとても楽しくて、

クライアントに喜んでいただけたり、自

分の研究が製品や特許に結びついたり、

とても充実していましたし、不満はあり

ませんでした。

　でも、ちょうど 2 年たった頃に、「東

京工業大学の助手のポストに応募してみ

たら ? これが研究者として大学に戻れる

ラストチャンスだよ」と言われ、決心を

したのです。

　このときまで、私は自分が研究者で

やっていけるとは思っていませんでした。

自分は天才肌じゃないし、向いてないん

じゃないかと……。研究に専念しようと

思ったのは、会社を辞めて大学に戻る

決心をしたときですから、今から 6 〜 7

年前。そう考えると、わりと最近ですよ

ね（笑）。

――さらに、東京工業大学の研究室から

慶應義塾大学に移られたわけですね。

　慶應義塾大学に戻ってきたのは、2 年

前です。東京工業大学の研究室に任期付

きのポストで戻るときに結婚したのです



5

が、夫が現在、都内の大学の研究者をし

ているので、同居しようと思うと首都圏

の大学にしか移れなくて……。そんな折、

ちょうど慶應の公募が出たので、応募し

たのです。思いがけず母校に戻ることが

できて、とても嬉しかったですね。

――ご主人も同じような研究をされてい

るのですか ?

　ええ、同じく OR の研究者で、ちょう

ど今も 2 人で論文を書いていて、仕上

げの段階です。家でもよく、研究につい

て議論したり、相談したり、お互いにい

い刺激になっています。

――ご夫婦で仕事のことや、研究のこと

を互いに理解して、話し合えるなんて素

敵ですね。

　ところで、現在、大学ではどんな授業

をもっていらっしゃるのですか ?

　大学 2 〜 3 年生を対象に、数学のほ

かに、私の専門である OR の授業を担当

しています。それから私の研究室には、

大学 4 年生が 6 人在籍しています。

　修士課程を含めた 3 年間でみっちり

研究をしたいという学生には最新の研究

テーマを与えて、つねにディスカッショ

ンを心がけています。一方で、学部で卒

業する学生には、研究を楽しんでもらい

たいと思っていて、彼らがやりたいこと

や興味のあることをできる限りサポート

するようにしています。

　たとえば、ダーツが得意な学生の場合

は、趣味を発展させてダーツの最適化の

研究をしていますし、フルートを趣味に

している学生は、戦火で失われてしまっ

た楽譜の一部をどうやって復元するか、

最適化の手法で研究したりしています。

――OR の最適化法というのは、本当に

いろんな分野に応用できるんですね。

　そこが面白いところなんです。進学を

決めたときもそうでしたが、私はいろん

な選択肢を残しておきたいというか、応

用分野を 1 つに絞りたくないと思って

いるのです。だから、いつも、テーマご

とに、色々な分野の人と組んで研究をす

るようにしています。

　数学のなかには、社会で役立つかどう

かにかかわりなく、理論を究めていく学

問もありますが、私は理論がどう使われ

るのか、どう社会に貢献できるのか、具

体的に応用を見てみないと気がすまない

のです。

　最適化法は、数学そのものの面白さを

味わえるだけでなく、実社会のさまざま

な場面に応用できるのが醍醐味です。「最

適化法って、こんな意外なことにも役立

つんだ」と思ってもらえるように、OR

および最適化法の研究をより多くの人に

知ってもらい、役立てていけたらと思っ

ています。

◎ちょっと一言◎

● 学生さんから：先生は、集中力とひらめ

きがすごいんです。逆に集中すると、ほ

かのことはまったく見えなくなるくらい

（笑）。何か聞けば、かならずアドバイス

をくれますし、次々にアイデアを出して

くれます。

（取材・構成　田井中麻都佳）

さらに詳しい内容は
http://www.st.keio.ac.jp/kyurizukai

武田朗子 Akiko Takeda

不確実性を考慮した最適化技術の開発に従事。
最近は、金融工学や統計的機械学習分野におけ
る最適化問題を効率よく解くためのアルゴリズ
ムの開発に取り組んでいる。2001 年、博士（理
学）を取得後、（株）東芝 研究開発センター 研
究員、 東京工業大学情報理工学研究科 助手を経
て、2008 年より慶應義塾大学理工学部 専任講
師、現在に至る。
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